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yamada
テキストボックス
　研究成果の概要：本研究は観察運動学習のメカニズムの解明を目指し，身体運動の制御で最も重要と考えられる関節スティフネスが運動を観察するだけで変化させることができるかを検討した．用いた運動は飛び降りて出来るだけ高く飛び上がるドロップジャンプである．実験の結果，自己の映像とお手本の映像の両者
を見る事によって，関節スティフネスを増大させ，動きをモデルの動きに近づけることができることが明らかになった．
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直接経費　　　　　　　間接経費　　　　　　　　　　合計
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総合領域
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健康スポーツ科学・身体教育学
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身体システム学・感覚と運動発達学

yamada
テキストボックス
(1)実際に運動しなくても運動を観察したりイメージしたりするだけで運動学習の効果が現れることが明らかにされていて，その学習は観察運動学習と呼ばれている．この観察運動学習の研究は，脳の活動のセンサリング技術の発展や他者の動作を視覚的に観察する際に同様に運動に関する脳内部位でも活動するミラーニューロンの発見をきっかけとして近年特に着目されている．
(2)しかしこの運動学習の研究は，神経生理学・脳科学に基盤を置きながらその学習効果を実証する段階にあり，その学習のメカニズムに接近する段階には達していないといえる．
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本研究は観察運動学習において課題と考えられる以下の2点について検討する．
(1)外に現れた運動のタイミングや運動の順序性だけではなく，その運動を変化させるメカニズムについて検討する必要がある．そこで関節運動の力学的制御指標である関節スティフネスによって運動学習過程を定量的に示し，どのように学習が進展するかを明らかにする．
(2)どのような映像が観察学習において効果的かを検討する必要がある．この課題については，自己運動と手本の差分情報が運動学習を進行させるという仮説を設定し，手本の映像を見せる被験者群，手本の映像と自己の映像を見せる被験者群，自己の映像を見せる映像群の観察運動学習の違いから実証する．
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